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蓮
華
寺
池
公
園
の
清
掃

亜
竜
垣

ポ
さ
杖
親
p
矢
筈

寮
シ
半
金
ン
で
篠

曹
ん
亀
切
望
行
為
は
急
に

桑
を
曾
静
ま
仏
げ
ま
し
た

こ
こ
に
ぷ
さ
な
親
書
首

痛
ま
し
濡
く
誉
署
長
し
ま
す

真
幸
■
▲
卑
九
月
幸
ム
可

暮

雲

ぎ

温

空

董

螢

芸
や
ヤ
義
盛

「
小
さ
な
親
切
運
動
」
と
は

一
九
六
三
年
三
月
、
東
京
大

学
卒
業
式
の
告
辞
で
、
総
長
茅

誠
司
氏
が
、
「
小
さ
な
親
切
」

の
重
要
性
を
説
い
た
。
そ
の
後
、

実
践
例
が
新
聞
な
ど
で
報
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
年
六
月

十
三
日
、
公
益
社
団
法

さ
な
親
切
」
　
運
動
推

設
立
さ
れ
、
全
国
に
広
ま
っ
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

年
二
回
五
月
と
八
月
に
行

い
る
蓮
華
寺
池
公
園
の
清

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
小

さ
な
親
切
運
動
本
部
よ
り
実
行

章
を
戴
き
ま
し
た
。

姦
鷲
鼻
劫
評
署

製
蘇
轡
盈
膵
苛

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
年

二
回
、
蓮
華
寺
池
公
園
の
清
掃
を

行
っ
て
い
る
。

一
回
目
は
、
五
月
の
藤
祭
り
の

後
、
二
回
目
が
、
八
月
の
花
火
大

会
の
後
で
あ
る
。
シ
ル
バ
ー
会
員

職
貞
合
同
で
朝
七
時
に
集
合
、
皆

清
掃
用
具
を
片
手
に
園
内
に
適
当

に
分
散
し
、
等
で
掃
く
人
、
ま
と

ま
っ
た
ゴ
ミ
を
袋
に
詰
め
る
人
、

そ
の
袋
を
車
で
運
ぶ
人
、
手
際
よ

く
作
業
は
運
び
、
き
れ
い
に
な
っ

た
園
内
に
満
足
し
な
が
ら
、
作
業

は
八
時
に
終
了
す
る
。

こ
の
清
掃
作
業
を
し
て
い
て
思

う
の
だ
が
、
行
楽
に
訪
れ
る
人
々

の
マ
ナ
ー
が
向
上
し
た
た
め
か
、

ア
キ
缶
や
ゴ
ミ
の
数
が
比
較
的
少

な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

最
近
は
、
四
季
を
通
し
て
公
園
晶

を
訪
れ
る
人
は
、
市
民
の
み
な
ら

ず
県
内
外
か
ら
の
行
楽
客
も
増
加

し
て
い
る
。
四
季
の
美
し
さ
に
加

え
、
人
々
が
気
持
良
く
過
せ
る
場

所
と
し
て
、
皆
で
心
掛
け
て
い
き

た
い
も
の
で
あ
る
。

－・・



藤枝市シルバー「人材センターは、本年4月1日から「公
益社団法人」となり、今まで毎年2回開催してきた
定期総会が、本年度から、年1回・6月に「定時総会」
を開催することに変わりました。

平
成
二
十
四
年
度
∴
疋
時
総
会

の
開
催
に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
総
会
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
「
公
益
社
団
法
人
」
と

し
て
最
初
の
捻
会
で
あ
り
ま
す
。

本
日
は
、
公
私
と
も
ご
多
忙
中

の
と
こ
ろ
を
、
藤
枝
市
の
北
村
市

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に

あ
っ
て
も
、
健
全
な
セ
ン
タ
ー
の

運
営
の
た
め
に
、
事
務
費
率
の
見

直
し
や
会
費
の
改
定
・
事
務
的
経

費
の
節
約
な
ど
、
工
夫
し
な
が
ら

セ
ン
タ
ー
の
安
定
し
た
体
制
確
立

に
努
め
ま
し
た
。

実
績
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し

か
し
、
今
後
は
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
気
を
引
き

締
め
て
、
安
定
経
営
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
　
「
公
益
社
団
法

四
零
盛
一

．
■
臣
四
等

平
成
二
十
四
年
度
・
走
時
給
会

が
、
六
月
三
十
日
　
（
土
）
午
後
一

時
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
会
に
は
、
会
員
・
七
〇

一
名
（
書
面
評
決
者
を
含
む
）
　
が

参
加
し
、
来
賓
と
し
て
北
村
藤
枝

市
長
・
渡
辺
市
議
会
議
長
・
落
合
・

佐
野
県
議
会
議
員
、
市
議
会
文
教

建
設
経
済
委
貞
会
・
水
野
委
員
長

の
ご
臨
席
を
い
た
だ
い
て
、
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
総
会
に
提
案
さ
れ
た
議
事
は

慶

重

刷

平
成
二
十
三
年
度
の
事
業
報
告
と
州
■

収
支
決
算
報
告
を
承
認
す
る
二
議

案
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会

長
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
様
の

ご
臨
席
を
賜
り
、
ま
た
、
常
に
当

セ
ン
タ
ー
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
こ
の
席

を
お
借
り
し
ま
し
て
、
厚
く
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
の
セ
ン
タ
ー

の
運
営
は
、
長
び
く
景
気
の
低
迷

や
、
国
・
県
の
補
助
金
カ
ッ
ト
な

一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
う
し
た
皆
様
の
努
力

と
ご
活
躍
、
そ
し
て
市
、
並
び
に

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
一
定
の
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

過
去
の
業
績
を
調
べ
て
み
ま
す

と
、
平
成
十
六
年
度
以
降
ず
っ
と

減
少
が
続
い
た
事
業
の
契
約
金
額

が
、
当
年
度
は
前
年
度
を
上
回
る

事
業
報
告
と
収
支
決
算
の
承
認

七
年
ぶ
り
に
契
約
金
額
が
上
昇

平
成
二
十
三
年
度
は
、
当
初
か

ら
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
影
響
や
経

済
不
況
に
よ
る
景
気
低
迷
な
ど
、
ま

た
国
・
県
の
補
助
金
削
減
に
よ
っ

て
、
シ
ル
バ
ー
の
運
営
は
厳
し
い
ス

タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
が
、
夏
以
降

に
な
っ
て
幾
分
か
雇
用
情
勢
の
持
ち

直
し
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
も
財
政
基
盤
の
安
定

化
対
策
に
取
り
組
み
、
会
員
会
費
の

借
上
げ
・
事
務
費
率
の
改
定
・
互
助

会
へ
の
助
成
を
廃
止
な
ど
、
会
員
の

み
な
さ
ん
や
、
企
業
な
ど
発
注
者
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
、
二
定
の
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
事
業
の
契
約
金
額
が
減

少
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度

人
」
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
会
員
の
一

人
ひ
と
り
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

委
託
さ
れ
る
仕
事
を
通
し
て
、
親
し

ま
れ
信
頼
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
活
躍
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

は
、
秋
ご
ろ
か
ら
一
般
家
庭
や
公

共
か
ら
の
受
注
が
増
加
し
て
、
七

年
ぶ
り
に
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
、

前
年
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま

た
、
新
規
の
子
育
て
支
援
事
業

と
し
て
、
生
後
六
ケ
月
か
ら
四
歳
ま

で
の
幼
児
を
対
象
に
し
た
「
わ
ん
ぱ

く
ふ
じ
っ
こ
」
　
t
時
預
か
り
施
設

を
、
事
務
所
の
二
階
に
オ
ー
プ
ン
す

る
な
ど
、
地
域
に
役
立
つ
事
業
の
推

進
に
努
め
ま
し
た
。



◆
事
業
推
進
委
員
会

第
二
次
中
長
期
計
画
も
本
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
会
員
の
増
強
・

就
業
機
会
の
拡
大
・
安
全
適
正
な
就

業
対
策
・
健
全
財
政
の
確
立
・
地

域
社
会
へ
の
貢
献
を
重
点
項
目
と
し

て
、
「
仕
事
が
活
力
を
生
む
二
几
気

平
成
二
十
四
年
度
・
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
が
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
こ
の
総
会
に
伺
い
ま
し

た
が
、
去
年
は
東
日
本
大
震
災
の

後
で
、
東
北
地
方
の
震
災
や
原
発

の
放
射
能
汚
染
な
ど
、
何
か
不
安

と
心
配
の
中
で
、
こ
の
総
会
が
行

な
わ
れ
た
よ
う
な
こ
と
を
記
憶
し

な
シ
ル
バ
ー
づ
く
り
」
を
目
標
に
し

て
、
セ
ン
タ
ー
の
将
来
像
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
就
業
の
会
貞
対
策
と

し
て
、
事
業
所
の
訪
問
、
会
員
と

の
面
談
会
を
行
い
な
が
ら
新
事
業

の
開
拓
を
計
り
ま
し
た
。

私
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

度
（
五
月
）
　
の
市
長
選
挙
で
二
期

目
の
藤
枝
市
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
選
挙
は
無
投
票
に
な
り
ま
し

た
が
、
私
は
こ
の
無
投
票
と
い
う

意
味
と
そ
の
責
任
の
重
さ
を
充
分

に
認
識
い
た
し
ま
し
て
、
藤
枝
市

の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
、
ま
た
、

市
民
の
た
め
の
行
政
施
策
の
推
進

◆
普
及
啓
発
委
員
会

セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
広
く
市
民

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

広
報
誌
「
シ
ル
バ
ー
ふ
じ
え
だ
」

を
発
行
す
る
と
共
に
、
会
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

に
「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
・
藤
薫
」

を
発
行
し
て
、
シ
ル
バ
ー
活
動
の

P
R
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

い
た
だ
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
会
貞
の
皆
様
は
、
シ

ル
バ
ー
の
事
業
に
参
加
し
て
、
就

労
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ご
自
分
の

健
康
に
も
、
ま
た
、
働
く
こ
と
が

生
き
が
い
に
も
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
は
地
域

社
会
の
発
展
の
た
め
に
も
貢
献
し

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
本
当
に
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

◆
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

会
員
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
を

確
保
す
る
た
め
に
、
作
業
中
の
傷

害
や
防
災
対
策
の
講
習
会
、
ま
た
、

日
常
の
交
通
安
全
の
た
め
の
講
習

会
の
開
催
な
ど
の
ほ
か
、
多
く
の

会
貞
が
適
正
に
就
労
で
き
る
よ
う

に
努
め
ま
し
た
。

◆
地
区
長
会
・
班
長
会

各
地
区
毎
に
会
員
と
の
連
絡

や
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
へ
の
参

加
・
推
進
な
ど
大
切
な
役
割
を
受

け
持
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
お
世
話

に
ご
苦
労
や
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
活
動
の
推
進

力
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

六
月
三
十
日
の
定
期
総
会
に
引

き
続
い
て
、
会
員
互
助
会
の
捻
会

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
二

十
三
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決

算
の
承
認
に
つ
い
て
・
平
成
二
十

四
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算

の
承
認
に
つ
い
て
、
こ
の
四
議
案

が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

て
お
り
ま
す
。

今
日
は
、
皆
様
の
大
変
お
元
気

な
、
明
る
い
お
顔
を
拝
見
い
た
し

ま
し
て
、
私
も
安
心
し
て
、
ま
た
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
常
日
頃
か
ら
藤

枝
市
の
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
面
で
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
改
め
て

感
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

に
、
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
四
年
間
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
市
政
に
は
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
大
切
な
こ

と
の
一
つ
は
、
市
民
生
活
の
安
心

づ
く
り
で
す
。
こ
の
安
心
と
は
、

皆
さ
ん
が
健
康
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
、
毎
日
の
生
活
を
送
っ
て

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
豊
富
な
知

識
と
貴
重
な
体
験
を
大
い
に
活
か

さ
れ
ま
し
て
、
お
元
気
に
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

藤
枝
市
も
、
皆
様
の
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
が
、
今

後
よ
り
一
層
充
実
発
展
す
る
こ
と

を
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
　
事
業
報
告
で
は
、
公
益
社
団
法

人
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
シ
ル

バ
ー
会
計
か
ら
の
助
成
の
廃
止
・

慶
弔
見
舞
の
金
品
給
付
の
見
直

し
な
ど
が
主
な
報
告
で
す
。

◆
　
事
業
計
画
で
は
ク
相
互
扶
助
・

親
睦
融
和
・
健
康
〟
　
な
ど
の
目

的
を
も
っ
て
、
互
助
会
本
来
の

活
動
を
行
い
、
郡
　
（
サ
ー
ク
ル
）

に
よ
っ
て
会
員
の
交
流
を
推
進

す
る
ほ
か
、
親
睦
旅
行
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

村松　一博

理事

平
成
二
十
四
年
度
の
定
時
総
会

で
、
理
事
の
補
充
選
任
が
行
な
わ

れ
、
朝
比
奈
利
幸
氏
の
後
任
と
し

て
村
松
一
博
氏
（
藤
枝
市
産
業
振

興
部
長
）
　
が
就
任
し
ま
し
た
。



シ
ル
バ
ー
の

会
員
と
し
て
、

こ
の
十
年
間
に

わ
た
り
活
躍
す

る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
充

実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き

て
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

ふ
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
私
は

若
い
頃
か
ら
何
時
も
地
域
の
皆
さ

ん
と
関
わ
り
を
も
っ
て
生
き
る
こ

と
が
夢
で
あ
り
、
生
活
の
目
標
で

し
た
。定

年
退
職
か
ら
今
日
ま
で
七
十

代
に
突
入
し
て
も
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

頭
脳
を
働
か
せ
て
、
元
気
に
働
く

こ
と
の
で
き
る
生
活
は
、
本
当
に

幸
せ
で
す
。

誰
か
に
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
誰
と
も
笑
顔
で
お
話
で
き
る

こ
と
。
そ
し
て
、
自
分
の
夢
が
実

現
で
き
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
上

な
い
喜
び
の
人
生
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
厚
労
省
か
ら
「
健
康
寿

命
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
内
容
を
見
ま
す
と
、
女
性
は
全

国
で
静
岡
県
が
一
番
長
く
、
県
内

で
は
藤
枝
市
が
一
番
だ
そ
う
で
す
。

ク
健
康
寿
命
″
と
は
、
自
立
し
て

健
康
な
生
活
を
し
て
い
る
人
の
年

齢
の
こ
と
で
す
。
ま
さ
に
、
シ
ル

バ
ー
会
員
の
集
ま
り
で
す
。

私
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
健
康

寿
命
の
記
録
を
、
も
っ
と
伸
ば
す

よ
う
に
シ
ル
バ
ー
の
活
動
を
と
お

し
て
、
社
会
参
加
を
し
な
が
ら
生

活
の
向
上
を
計
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
日
常
生
活
の
中
で
、
好

奇
心
・
向
上
心
・
そ
し
て
童
心
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
、
精
一
杯
自
分

自
身
を
楽
し
む
よ
う
に
心
掛
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
皆
さ
ん
に
お
願
い
で
す

が
、
私
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
奨
め
て
い
る
「
シ
ル
バ
ー

体
操
」
を
広
め
て
、
若
さ
と
健
康

に
役
立
つ
運
動
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
緒
に

健
康
増
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

本
日
は
、
表
彰
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
定
時
綺
会
　
表
彰
者

会
員
表
彰

稲
葉
地
区

葉
梨
地
区

広
幡
地
区

西
益
津
地
区

藤
枝
東
地
区

飯
塚
　
茂
司
様

中
本
　
勝
久
様

伊
久
美
昌
直
様

田
中
　
き
ん
様

酒
井
　
光
乃
様

田
端
五
十
鈴
楼

後
藤
　
幸
雄
様

鈴
木
　
賀
幸
様

佐
藤
と
し
子
様

寺
尾
　
辰
夫
様

前
山
　
二
郎
様

小
泉
し
っ
江
様

松
下
　
重
雄
様

山
田
　
正
一
様

増
田
ひ
と
み
様

大
須
賀
八
千
代
様

桜
井
茂
代
始
様

深
澤
　
貞
夫
様

大
関
　
文
雄
様

漆
畑
　
禎
俊
様

由
比
藤
隆
平
様

八
木
　
文
夫
様

西
形
　
昌
之
様

勝
　
　
洋
子
様

藤
井
　
　
博
様

小
澤
　
正
吉
様

角深安高川
沢藤橋添

幸正夫　悪

藤
枝
西
地
区
田
中西

野

青
島
南
地
区

青
島
北
地
区

榊
原
り
タ
コ
様

石
川
よ
し
子
様

渡
辺
す
み
江
様

牧
田
　
洋
子
様

阿
井
　
正
午
様

三
宅
　
　
博
様

山
田
　
初
江
様

鈴
木
　
冨
子
種

薮
崎
　
辰
雄
様

横
浦
　
た
け
様

加
藤
　
幡
弘
様

小
泉
　
幸
子
様

柳
田
　
具
美
様

杉
村
　
吉
江
様

山
下
多
美
江
様

夏
賀
　
邦
吉
様

斉
藤
登
美
子
様

梅
沢
　
時
次
様

荒
木
　
光
己
様

田
中
　
慶
一
様

鷺
山
　
延
子
様

高
洲
地
区

大
洲
地
区

岡
部
南
地
区

寺
西
　
計
雄
様

増
田
‥
芳
哉
嬬

廣
住
　
光
男
様

夏
買
　
き
よ
横

倉
嶋
　
　
好
様

松
浦
寿
賀
子
様

木
村
　
た
か
様

曽
根
　
弘
子
様

清
水
　
倭
夫
様

糀
谷
　
常
盤
様

山カ口外岡加大橋
本藤村寄藤桑ケ

谷
志ハ悦ふ
津ル三よ

様様様様
清
様

機
　
富
美
雄
様

金
澤
　
智
子
様

増
田
　
敏
子
様

鈴
木
　
孝
夫
様

飯
田
正
次
郎
様

椙
山
　
貞
夫
様

本
間
　
亨
江
様

岡
部
北
地
区
川
中
　
静
夫
様



膨
自
然
満
喫
・

シ
ル
バ
ー
農
業
〃

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て

大
豆
や
き
っ
衰
芋
の
栽
培
．

農
業
支
援
事
業
の

モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

静
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
は
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ

り
、
耕
作
放
棄
地
が
目
立
つ
な
ど

地
域
農
業
は
危
機
的
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
会
員
が
農

業
に
係
る
知
識
技
術
等
の
能
力
を

修
得
し
、
地
域
農
業
の
活
性
化
、

農
地
の
保
全
、
農
作
物
の
特
産
化

や
地
産
地
消
な
ど
を
進
め
、
農
業

分
野
の
就
業
促
進
を
図
る
目
的

で
、
平
成
2
3
年
度
に
企
画
提
案
事

業
「
自
然
満
喫
シ
ル
バ
ー
農
業
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

連
合
会
で
は
、
こ
の
事
業
の
モ

デ
ル
セ
ン
タ
ー
を
指
定
し
、
2
年

間
支
援
（
助
成
）
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
も
、
本
年
度
モ
デ

ル
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
、
4
月

よ
り
会
員
5
人
が
農
業
支
援
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
年
度
は
す
で
に
、
高
岡
地
区

の
「
遊
休
地
」
1
2
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
の
土
地
に
、
枝
豆
、
黒

大
豆
、
サ
ツ
マ
芋
の
苗
を
植
え
ま

し
た
。サ

ツ
マ
芋
は
、
切
干
草
と
し
て

加
工
し
、
販
売
す
る
計
画
で
す
。

就
業
す
る
会
員
の
皆
さ
ん
は
、

「
は
じ
め
て
の
取
り
組
み
で
、
何
を

栽
培
し
た
ら
い
い
か
迷
い
ま
し
た

が
、
結
局
、
比
較
的
栽
培
し
易
い

大
豆
、
サ
ツ
マ
芋
に
決
め
ま
し
た
。

作
業
を
は
じ
め
て
感
じ
た
こ
と

は
、
一
つ
の
作
物
を
商
品
化
す
る

ま
で
に
は
、
多
く
の
手
間
が
か
か

り
大
変
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ

～
l
時
預
か
り

出
張
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
～

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
用
の
預
か
り
ル
ー
ム
で
ベ
テ
ラ

ン
会
員
が
お
子
様
を
お
預
か
り
し
ま

す
。
予
約
制
で
す
が
、
緊
急
の
場
合

は
ご
相
談
下
さ
い
。

と
と
同
時
に
、
日
々
成
長
す
る
野

菜
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

結
果
は
ど
う
で
あ
れ
、
こ
う
し

て
作
付
け
を
続
け
て
い
れ
ば
、
耕

作
地
の
荒
廃
は
少
な
く
と
も
防
ぐ

こ
と
が
出
来
る
し
、
消
費
者
に
安

全
で
新
鮮
な
野
菜
を
提
供
し
、
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
微
力

な
が
ら
頑
張
っ
て
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

事
業
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
安

定
し
た
販
路
や
作
業
（
加
工
）
所

の
確
保
な
ど
い
く
つ
か
の
課
題
も

あ
り
ま
す
が
、
先
ず
は
、
こ
の
モ

デ
ル
事
業
を
成
功
さ
せ
、
今
後
、

規
模
拡
大
を
図
り
多
く
の
会
員
の

皆
さ
ん
が
就
業
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

対象年令：6ケ月～4歳未満
利用　日：月～金

（祝・12／29～1／4日を除く）
利用時間：9：00～16：00
利用料金：800円／時間

（出張は交通費200円がプラス）

～
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で

生
活
す
る
た
め
に
ー
・
～

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

シ
ニ
ア
の
健
康
機
能
維
持
・
向
上

の
た
め
、
市
内
の
各
種
シ
ニ
ア
の
集

い
に
出
前
を
し
て
、
シ
ル
バ
ー
流
健

康
体
操
の
講
座
を
若
々
し
く
・
は
つ

ら
つ
と
し
た
会
員
が
開
い
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

料金：講師2人1組
1時間2．140円

ご相談は
藤枝市シルバー人材センタ
事務局　64ト5565
9：00へ′16：00

出前講座の一場面

「■一　 家庭教師的な個人指導の

刀醤転　 講座が受講者に好評です。

宅 嗣 臣 謬 炉 ■ 洋装 遥 誤 遥 話 3剥 0 円

」 ・L：声

烏：お問い貪わせ ＝シルバー欄 センター　 担当 ＝機 細 長 爛 熟 紳 4 ト5 5 6 5　き義盛

－5－



平成24年度　組織図及び連絡網

地区長（13名）

＿型＿阜＿長一
大井　市郎

副理事長
松井　芳朗

常務理事
増田　達彪

＿卑＿…＿事▼

飯田正次郎
大谷　久子
小柳津茂弘
川涛　通人
岸本　孝夫
栗田　健吾
杉森　　忍
鈴木　善一
誤植美智博
原田　昌宏
増田久美子
松下　重雄
村松　一博
＿堅＿日日事一

大石　雅巳
三宅　　博

専門委員会
事業推進
普及啓発

安全・適正
就業委員会

地　区　長

班　長　会

小田　重雄

（H24．7．31現在）
会員数1，082名

八木　　清
村松　正行
仲田　益子
伊東　照代

村越　祝広
望月　孝子
小林　睦恵
小長井博文

茂川美代子
森　　紀子
佐久間　清
小松　和雄

班長（83名）

1班　小田　重雄　　2班　平□　勝朗

1班　原田　昌宏　　2班　飯塚　茂司

郎
義
治
治

l
正
売
誠

給下
端
谷
村

森
田
森
北

班
班
班
班

2

4

6

8

夫
男
江
夫

邦
幹
節
勝

崎
本
島
野

薮
杉
小
池

班
班
班
班

1

3

5

7

1班　太田　勝己　　2班　堀池　篤志
3班　前山　二郎　　4二旺　八木　元一
5到王　酒井　正夫

1到王　種本　備幸　　2班　増田　恵一
3刃王　木野　　淳　　4班　大沼　次郎
5班　南僚亀輿志　　6班　西形　貫之

介
幸
吉

勇
広
正

木
月
澤

鈴
望
小

班
班
班

2

4

6

雄
仁
慧
義

幸

　

　

正

藤比

　

沢

角
由
勝
深

沈
班
班
班

1
　
3
　
5
7

班
班
班
班
班

2
4
6
8
1
0

逸
久
司
樹
雄

康
恵
裕
美
安

本
本
田
林
山

澤
山
村
小
青

班
班
班
班
班

1

3

5

7

9

野川　　熟
田口　弘道
向島陽太郎
田中　亮吉
岡本　邦雄

11．任　川靡
3班　佐野
5班　阿井
7班　大脇
9班　下平
11班　長崎

昭二　　2班　田中　金次
友信　　4班　夏賀　邦吉

清　　6班　村井　　博
融　　8班　成岡久仁治

保芳　10班　増田つぎ江
信行　12班　小松原敬三

1班　渡辺　昭也
3班　井上　靖彦
5班　岩本　孝一

郎
義
明

好
正
敏

部
藤
澤

磯

一

西

班
班
班

2

4

6

1班　紅林　幸夫
3班　穂積　周作
5班　岩崎　勝美
7班　中津山幸治
9班　妻木ときゑ
11刃王　岡村　正孝

み
一
士
竺
一
津

と
東
穏
清
志

さ木
原
葉
澤
藤

鈴
萩
千
小
加

班
班
班
班
班

2
4
6
8
1
0

1班　平野　立夫　　2班　槻　富美雄
3班　横井　　進　　4班　内藤　　贋
5勤王　大島　明夫　　6班　森　はるえ

1班　水野　計二　　2刃王　永田　正己
3班　椙山　貞夫　　4班　長谷川俊次
5班　牛山　　弘

1刃王　池田　　章　　2二旺　平野　利勝
3班　鈴木　善勝

－6－



グ
一
フ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
一
フ
ブ

「
藤
薫
会
」
と
し
て

再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。藤枝市総合運動公園グラウンドコルフ場にて

引
き
続
き
会
員
募
集
も
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い

て
は
左
記
役
員
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

代
表
　
　
原
田
昌
宏

℡
六
四
四
－
七
四
九
五

副
代
表
　
飯
田
正
次
郎

℡
六
六
七
－
一
七
一
七

会
計
　
良
知
幸
蔵

℡
六
四
五
－
〇
七
一
一

※
七
月
一
日
現
在
の
会
貞
二
十
四
名

“
す
・
・
〓
軋
⑳

が
囲
碁
の
根
本
で
す
。

「
勝
と
う
勝
と
う
は
負
け
の
も
と
」

囲
碁
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
気

分
で
毎
回
楽
し
く
、
腕
を
磨
い
て
い

ま
す
。

活
動
内
容

毎
月
、
二
回
　
第
二
、
四
土
曜
日

午
後
一
時
～
五
時

シ
ル
バ
ー
事
務
所
二
階
会
議
室
で

会
員
同
士
の
「
手
合
」
を
や
っ
て
い

ま
す
。
．

土
曜
日
以
外
の
日
も
出
来
な
い
か

と
い
う
希
望
も
あ
り
、
水
曜
日
あ
た

り
に
学
習
セ
ン
タ
ー
は
ど
う
か
と
検

討
中
で
す
。
乞
ご
期
待
－
・

▽
会
場
　
シ
ル
バ
ー
事
務
所
二
階

▽
年
会
費
制
二
二
、
0
0
0
円

本
年
は
節
電
に
協
力
す
る
意
味
も

あ
り
、
八
、
九
月
は
夏
休
み

1
0
月
以
降
の
日
程

1
0
月
1
4
・
2
8

1
2
月
2
・
9

2
月
3
・
1
0
・
2
4

連
絡
先
（
6
4
6
）

1
1
月
1
1
・
2
5

1
月
1
3
・
2
7

3
月
3
・
1
0

0
8
7
6
野
川

休
部
し
て
い
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
再
ス
タ
ー
ト

を
目
指
し
て
会
員
の
皆
様
の
ご

意
見
を
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
が

二
十
名
余
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
去
る
五
月
十
日
に
発
足
総

会
を
開
き
、
正
式
に
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。
六
月
の
理
事

会
に
て
互
助
会
活
動
と
し
て
も

認
可
さ
れ
ま
し
た
。

未
だ
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す

が
会
員
同
士
の
親
睦
と
友
好
、

そ
し
て
健
康
増
進
を
図
り
な
が

ら
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

当
面
は
、
月
三
回
三
会
場
（
藤

枝
市
運
動
公
園
、
大
井
川
河
川

敷
、
岡
部
巨
石
の
森
公
園
）
　
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
運
営
し

て
い
き
ま
す
。

碁
は
相
手
が
い
る
か
ら
楽
し
い
。

相
手
が
ど
う
打
つ
か
わ
か
ら
な

い
か
ら
面
白
い
。
そ
う
、
碁
の
楽

し
さ
は
そ
の
不
確
実
性
に
あ
る
と

云
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
負
け
て
も
面
白
け
れ

ば
よ
い
と
い
う
方
は
、
ど
ん
ど
ん

危
な
い
手
を
試
し
て
下
さ
い
。
し

か
し
、
や
は
り
勝
つ
方
が
楽
し
い

と
い
う
方
は
、
危
険
の
多
い
打
ち

方
は
し
な
い
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

初
手
か
ら
終
局
ま
で
、
全
て
に

最
善
の
手
を
打
て
る
の
は
「
囲
碁

の
神
様
」
　
だ
け
で
、
私
達
に
は
と

て
も
出
来
ま
せ
ん
。

要
す
る
に
「
相
手
に
負
け
な
い

手
」
　
を
打
つ
。
そ
う
－
・
こ
れ
こ
そ

始
ま
り
は
誰
も
が
初
心
者
で
す
。

教
え
ら
れ
た
り
、
教
え
た
り
し
て
覚

え
て
い
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
自
在
に
扱
え
た
ら
面

白
い
だ
ろ
う
な
。
だ
け
ど
ハ
マ
ッ
て

し
ま
う
の
も
怖
い
な
、
し
か
し
、
我
々

熟
年
の
人
間
で
も
扱
え
る
オ
モ
チ
ヤ

だ
と
思
っ
て
、
遊
ん
で
や
ろ
う
と
い

う
気
拝
で
接
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

い
ま
、
当
パ
ソ
コ
ン
部
で
は
、
毎

月
2
回
位
の
ペ
ー
ス
で
同
好
の
人
が

集
ま
っ
て
、
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
み
な

が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

見
学
は
自
由
で
す
。

懇
切
・
丁
寧
に
数
え
て
も
ら
え
ま

す
。

▽
毎
月
二
回
。
第
二
、
四
日
曜
日

▽
午
前
九
時
～
十
一
時

最
近
の
年
賀
状
は
パ
ソ
コ
ン
の
文

字
ば
か
り
で
、
受
取
っ
て
み
た
も
の

の
寂
し
い
な
、
と
感
じ
ら
れ
る
方
も

多
く
居
る
と
思
い
ま
す
。

せ
め
て
自
分
の
近
況
や
家
族
の

消
息
な
ど
、
一
筆
書
き
添
え
て
欲

し
い
と
感
ず
る
の
は
小
生
だ
け
で

し
ょ
う
か
。

た
っ
た
一
文
字
、
或
は
一
行
の
文

字
が
受
取
っ
た
方
に
伝
わ
り
、
書
い

た
人
の
人
柄
や
温
か
味
を
感
じ
る
も

の
で
す
。
書
道
部
で
は
実
用
書
道
的

な
も
の
も
稽
古
の
対
象
に
勉
強
し
て

い
ま
す
。
皆
様
の
入
会
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

藤
枝
東
　
　
塩
澤
　
み
ゑ

。
群
青
を
破
り
て
落
ち
る
滝
太
し

。
下
駄
の
音
　
石
段
上
が
る

宿
ゆ
か
た

青
島
南
　
　
柳
田
　
銀
水

。
蛙
消
え
稲
田
を
埋
め
し
新
道
路

。
夕
立
も
雷
光
も
呼
ぶ
送
り
梅
雨

青
島
北
　
　
鷺
山
　
延
子

。
末
子
抱
き
　
茅
の
輪
を
く
ぐ
る

ハ
イ
ヒ
ー
ル

。
ち
ん
ぐ
る
ま
　
避
け
て
登
山
の

歩
を
す
す
め

稲
　
葉
　
　
原
田
　
恒
心

。
夏
雲
や
万
感
あ
り
て
人
老
ゐ
ぬ

。
手
刀
を
　
切
っ
て
破
顔
の

夏
中
日

。
た
ま
し
ひ
の
　
旅
み
ち
の
く
の

骨
時
雨

藤
枝
西
　
　
良
知
　
櫓
卯

。
秋
め
く
や
漫
歩
万
歩
の
脚
軽
く

。
父
の
齢
越
え
て
幾
秋
蕗
の
茎

藤
枝
東
　
　
松
井
　
余
白

。
晩
学
や
草
を
離
れ
ぬ
秋
の
蝶

。
l
輌
の
電
卓
去
る
野
や
月
見
草



茂
川
美
代
子

み
な
さ
ん
は
健
康
寿
命
っ
て

知
っ
て
い
ま
す
か
。
介
護
を
受
け

た
り
病
気
で
寝
た
き
り
に
な
っ
た

り
せ
ず
、
自
立
し
て
健
康
に
生
活

で
き
る
期
間
を
示
し
て
い
ま
す
。

静
岡
県
は
女
性
7
5
．
3
2
歳
で
全

国
一
。
男
性
は
7

1
．
6
8
歳
で
全
国

二
位
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
静
岡

県
民
は
な
ぜ
健
康
長
寿
な
の
か
。

県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
健
康

で
よ
り
長
く
生
き
る
た
め
の
大
規

模
な
生
活
実
態
調
査
を
行
な
い
ま

し
た
。
こ
の
調
査
か
ら
『
週
5
日

以
上
歩
く
』
『
十
分
な
睡
眠
を
と
っ

て
い
る
』
『
町
内
の
作
業
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
週
2
回
以
上
取

り
組
む
』
な
ど
の
、
条
件
を
満
た

し
て
い
る
人
は
、
寝
た
き
り
な
ど

に
な
ら
ず
、
生
活
の
質
が
高
い
ま

ま
長
く
健
康
で
い
ら
れ
る
傾
向
が

あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

静
岡
県
は
「
地
場
の
食
材
」
が

豊
富
。
「
栄
養
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
摂
取
で
き
る
。
「
飲
酒
習
慣
者
」

が
全
国
で
2
番
目
に
低
く
、
肥
満

者
の
割
合
も
全
国
で
5
番
目
に
低

い
。
一
日
に
歩
く
平
均
歩
数
も
男

性
は
1
0
位
、
女
性
で
は
5
位
と
上

位
に
つ
け
て
い
る
。
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
の
が
「
お
茶
」
で
あ
る
。

動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
の
予
防
に
な

る
こ
と
や
、
緑
茶
に
含
ま
れ
る
カ

テ
キ
ン
が
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
お
茶

に
は
健
康
効
果
が
あ
り
ま
す
。
静

岡
県
民
は
全
国
平
均
の
2
倍
の
お

茶
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

静
岡
県
は
、
寝
た
き
り
に
な
ら

ず
に
長
生
き
す
る
健
康
寿
命
を
延

ば
す
独
自
事
業
「
ふ
じ
3
3
　
（
さ

ん
さ
ん
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
発
表

し
ま
し
た
。
運
動
や
食
生
活
の
改

善
に
加
え
、
積
極
的
な
社
会
参
加

を
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
た
全
国

初
の
試
み
で
す
。
4
0
～
6
4
歳
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
が
、
我
々
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
社
会
参
加
を
す
る
こ
と
で
、

藤
枝
市
の
健
康
寿
命
を
男
女
共
、

県
下
一
位
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

ふ
じ
3
3
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

行
動
メ
ニ
ュ
ー
例

連
　
動

ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
。

（
遇
2
回
1
0
分
位
）

布
団
の
上
げ
お
ろ
し
を
率
先
し

て
や
る
。

庭
の
草
取
り
を
す
る
。

ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
。

（
週
2
回
位
）

お
腹
を
意
識
し
て
歩
く
。

】
日
日
悶
】
l
I

ま
ず
野
菜
を
食
べ
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
目
に
…
。

緑
濃
野
菜
を
毎
食
食
べ
る
。

豆
腐
を
冷
蔵
庫
に
常
備
す
る
。

毎
日
緑
茶
を
飲
む
。

編
集
後
記

家
族
以
外
の
人
と
体
を
動
か
す
。

近
所
の
人
と
会
話
を
す
る
。

友
だ
ち
を
誘
っ
て
食
事
に
行
く
。

近
所
の
人
に
お
み
や
げ
等
の

お
裾
分
け
を
す
る
。

地
域
の
掃
除
な
ど
奉
仕
作
業
に

参
加
す
る
。

了

会
員
相
談
日
の

誹
お
知
ら
せ
　
　
【

タ
1
∃
1
弓
r
ノ
ヨ
1
≡
き
、
一
．
．
、
r
．
．
・
．
■
．
■
、
．
、
．
．
．
己
⊆
．
～
5
．
，
⊆
E
L
L
t
－
－
．
．
F
L
≧
≧
≡
，
．
人
で

会
員
就
業
率
の
向
上
を
目
指
し

「
就
業
の
斡
旋
」
「
就
業
上
の
困
り

事
」
「
そ
の
他
要
望
」
　
な
ど
役
職

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
お
い
で
下
さ
い
。

開
催
日
　
毎
月
第
3
水
曜
巳

時
　
間
　
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

午
後
1
時
～
3
時
3
0
分

問
合
せ
　
6
4
1
－
5
5
6
5

事
務
局
　
村
松
ま
で

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
入
会
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
左
記
の
と
お
り
、
毎
月
1
回

説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

【
シ
ル
バ
ー
に
入
会
す
る
に
は
】

こ
の
説
明
会
を
必
ず
受
け
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

説
明
会
を
受
け
た
後
に
、
入
会

す
る
か
ど
う
か
判
断
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
に
興
味
の
あ
る
方
、

入
会
し
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
事
務
局
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
い
た
だ
く
と
、
あ
ら

た
め
て
説
明
会
の
ご
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
。

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

申
し
込
み
方
法（

次
の
い
ず
れ
か
で
）

電
　
話
　
6
4
1
－
5
5
6
5

〔

■

A

＞

＜

　

6

4

1

－

8

8

1

6

直
接
窓
口
へ

申
し
込
み
資
格

藤
枝
市
内
に
居
住
す
る
6
0
歳
以

上
の
方

開
催
日
　
事
務
局
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

時
　
間
　
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

「
シ
ル
バ
ー
ふ
じ
え
だ
」
　
亜
号

の
一
面
を
飾
っ
た
、
蓮
華
寺
池
公

園
の
清
掃
作
業
の
画
像
。

今
や
、
藤
枝
市
の
夏
の
風
物
詩

と
な
っ
た
市
民
参
加
型
の
清
掃
イ

ベ
ン
ト
、
そ
の
核
と
な
っ
て
い
る

「
藤
枝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
」
が
長
年
の
地
道
な
活
動
を
評

価
さ
れ
「
小
さ
な
親
切
運
動
」
本

部
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

「
小
さ
な
親
切
運
動
」
推
進
本

部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
で
き

る
親
切
は
み
ん
な
で
し
ょ
う
ー
・
そ

れ
が
習
慣
と
な
る
よ
う
に
」

私
た
ち
も
こ
の
表
彰
を
機
に
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
意
を
心
に
刻

み
、
日
々
の
活
動
、
く
ら
し
の
中

で
実
践
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ

る
。初

秋
の
風
が
心
地
よ
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の

益
々
の
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

砂
の
如
き

雲
流
れ
ゆ
く

朝
の
秋

子
規

1
1
月
1
7
日
址

行
先

信
州
・
南
木
曽
温
泉
（
ホ
テ
ル
木
曽
哲

と
妻
籠
宿
散
策

＊
ふ
る
っ
て

ご
参
加
を
ー
・


